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プロジェクトの概要

―『延喜式』と「デジタル延喜式」－



『延喜式』とは？

・日本古代の法制書。

・延喜５年（９０５）編纂開始、延長５年（９２７）に完成。

→修訂を重ねて、康保４年（９６７）に施行。

・全５０巻、条文数約３５００条に及ぶ。

・古代の法制度：律令格式

『延喜式』：延喜年間に編纂された「式」（律令の施行規則）
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国立歴史民俗博物館所蔵土御門家旧蔵『延喜式』



『延喜式』画像の公開「ＫＨＩＲＩＮ」
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Googleで「歴博 延喜式」で検索した結果
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https://khirin-a.rekihaku.ac.jp/database/engishiki
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https://khirin-a.rekihaku.ac.jp/database/engishiki
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https://khirin-a.rekihaku.ac.jp/engishiki/h-743-74-1



歴史関係データベースの現状

・古典籍の画像公開

東京大学史料編纂所・宮内庁書陵部・国立公文書館・

国立歴史民俗博物館などの機関が所蔵資料の画像をＨＰにて公開

・テキストデータベース

翻刻・校訂の手間と正確さなどの課題から、多くのデータは流通

していない
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例：巻37（典薬寮）本奥書

土御門本では「藤原朝臣忠本」
↓

『延喜式』編纂者として知られるのは
藤原忠平

↓
校訂が必要



テキストデータベース「デジタル延喜式」
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https://khirin-t.rekihaku.ac.jp/engishiki/

キーワード検索
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例：キーワード検索 検索結果の画面



13

例：巻５（斎宮寮）

『延喜式』写本の画像 校訂文
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例：巻５（斎宮寮）

当該箇所の画像が表示される
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例：巻５（斎宮寮） 校異注のポップアップ

当該箇所の画像が表示される
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例：巻21（治部省）

校異は赤字と青字で
表示する
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例：巻39（正親司） 校訂文・現代語訳・英訳の切り替え



18

例：巻39（正親司） 英訳に切り替えた画面と英訳注ポップアップ



「デジタル延喜式」の構築

―本文校訂からデータベース公開まで―



「デジタル延喜式」の構築
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・『延喜式』の本文情報のデジタル化と流通の手法

日本の文献史料は、国際標準にのっとったテキスト

データの流通はなされていない。

↓

・TEI（Text Encoding Initiative）の適用

多様なテキストの構造とメタ情報を、デジタル媒体上で機械

可読な形で記述し、特定のハードウェアやソフトウェアに

依存せず効率的・効果的に共有することを目指している。
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例：巻37（典薬寮） Oxygenを使用してXMLファイルを作成



校訂から「デジタル延喜式」公開までの流れ
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1．校訂文の作成・提出

2．巻の枠組みデータを作成

3．校訂文の入力
 校異注該当語句にマークを付ける

4．校異注にIDを付ける

5．校異注の入力

7．校異注の訂正

8．画像紐づけ箇所にマークを付ける
 画像URLの入力

9．ＨＰ用の画像へデータを加工

2週間

1ヶ月

校訂担当者（共同研究員） データ作成班（渡辺・戸村） 人文情報学（共同研究員）

6．入力した校異注のデータを確認

1ヶ月

1ヶ月

2週間
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例：巻37（典薬寮） 提出原稿（word）

1．校訂文の作成・提出

校訂文

校異注
（写本間に文字の異同が
あれば、注記する）
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例：巻37（典薬寮）の枠組みデータ

2．巻の枠組みデータを作成
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例：巻37（典薬寮） 校訂文（提出データ）を入力

3．校訂文の入力
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例：巻37（典薬寮） 校訂注該当語句にマークアップ

3．校異注該当語句にマークを付ける

校訂対象文字

4．校異注にIDを付ける
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例：巻37（典薬寮） 校異注の入力

5．校異注の入力

ポップアップで表示される
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例：巻37（典薬寮） 「デジタル延喜式」での見え方



「デジタル延喜式」の成果と課題

―プロジェクトの完遂に向けて―



「デジタル延喜式」の成果

3030

・2024年2月18日 NHK「おはよう日本」

「デジタル延喜式」の画像利用

（実践女子大学『源氏物語』装束

再現プロジェクト）

・大学生・大学院による『延喜式』

の活用促進

・『延喜式』英訳の公開、日本古代史研究の国際化



「デジタル延喜式」の課題
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・校訂文作成の所要時間：エフォート、質は落とせない

・校訂・現代語訳・英訳分担者間の合意形成：

分担者は主に若手研究者。条文解釈で議論することがある。

・作業分担：校訂分担者とTEIデータ作成者が異なる

→校訂分担者はTEIに関する知識を有していない。

暗黙知の言語化が困難。



ご清聴ありがとうございました

国立歴史民俗博物館

https://www.rekihaku.ac.jp/

「デジタル延喜式」

https://khirin-t.rekihaku.ac.jp/engishiki/
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